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焼けた砂の上で熱戦を繰り広げる
　写真は、８月２日、糸ヶ浜海水浴場で行われた糸ヶ浜ビーチフェスタでの

ビーチフラッグス大会。（詳細は１１ページ）



藤本議長（手前）と川野副議長

　

子
ど
も
議
員
に
な
っ
た
の
は
、
小
学

６
年
生
14
人
と
中
学
生
10
人
の
合
計

24
人
。
日
出
中
学
校
３
年
の
藤
本
広こ
う
だ
い大

く
ん
が
議
長
を
、
大
神
中
学
校
３
年
の

川
野
剛た
け
し志
く
ん
が
副
議
長
を
務
め
、
22

人
の
子
ど
も
議
員
が
普
段
の
生
活
の
中

で
感
じ
た
身
近
な
問
題
な
ど
を
質
問
し

ま
し
た
。

子
ど
も
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 

町
の
予
算
は
？

　

藤
原
小
学
校
６
年
の
吉
野
心し
ん
ご悟
く
ん

が
「
子
ど
も
の
た
め
に
、
ど
れ
く
ら
い

の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
予
算

の
無
駄
遣
い
を
し
な
い
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
」
と
質
問
。
財
政
課
長

が
「
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
学
校
で
学
べ

る
よ
う
に
、
ま
た
小
さ
い
子
ど
も
が
す

く
す
く
と
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に
約

16
億
６
千
万
円
の
予
算
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
予
算
の
無
駄
遣
い
を
し
な
い

た
め
に
も
、
学
校
の
も
の
を
大
切
に
使

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
二
学
期
制
に
し
て

　
　
　
　
　
　

良
か
っ
た
こ
と
は
？

　

日
出
中
学
校
３
年
の
赤
山
弘ひ
ろ
な奈
さ
ん

が
「
二
学
期
制
に
し
て
良
か
っ
た
こ
と

は
」
と
質
問
。
学
校
教
育
課
長
が
「
以

前
よ
り
授
業
時
数
が
30
時
間
程
度
多
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
き
め
細
か

な
学
習
指
導
が
可
能
と
な
り
、
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
で
は
、
日
出
町
は
全

国
平
均
を
ほ
と
ん
ど
の
教
科
で
上
回
る

好
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
」
と
答
え
ま

し
た
。

危
険
な
道
路
を

　
　
　
　
　

 

安
全
に
で
き
な
い
か
？

　　

豊
岡
小
学
校
６
年
の
大
久
保
龍
り
ゅ
う
い
ち
一
く

ん
が
「
通
学
途
中
に
危
険
な
道
路
が
あ

　8月 18日、日出町子ども議会が役場で開催されました。
　これは、日出町の今後の町づくりに小中学生の新鮮な発想を取り入れ
町政に反映させるとともに、議会の仕組みとその運営について学んでもら
おうと開催されたものです。
　子ども議員は、普段の生活の中で感じた身近な問題について質問しま
した。

子
ど
も
議
会
開
催

小
中
学
生
が
議
会
を
疑
似
体
験

身
近
な
問
題
を
質
問

低い目線で見た町政

子
ど
も
議
員
が
一
般
質
問
、
執
行
部
が
答
弁



子
ど
も
議
員
の
紹
介
と
質
問
内
容

（
敬
称
略
）

日出中 3年
赤山弘奈
「学校の二学
期制」

日出中 3年
木村優里
「日出小学校
周辺整備」

川崎小 6年
薬師寺菜実
「公園の設置
計画」

日出小 6年
長野隼也
「学校の予算」

川崎小 6年
久恒ひかり
「保育園につ
いて」

日出小 ６年
岩尾桂太
「道路の安全
面」

日出中 3年
松木和歩
「教育予算、医
療・介護手当て」

日出小 6年
角野竜一朗
「公園につい
て」

豊岡小 6年
高野菜々子
「学校の耐震
性」

大神中 3年
阿南早紀子
「バリアフリ
ー問題」

大神小 6年
利光明音
「ウェルサン
ピアの今後」

藤原小 6年
後藤紫文
「安全安心な
道づくり」

豊岡小 6年
荒金奈々帆
「これからの
町づくり」

南端中 2年
速水眞美
「イベント・暘谷高
校跡地・ゴミ問題」

日出中 3年
堤大翔
「町の土地開発・
農業について」

藤原小 6年
吉野心悟
「町の予算」

豊岡小 6年
西鶴泰人
「大型スポー
ツ店・公園」

南端中 3年
井上愛瀬
「予防接種に
ついて」

日出中 3年
薬師寺亮
「男女平等の
取り組み」

川崎小 6年
谷彩奈衣
「図書館・国
際交流」

豊岡小 6年
大久保龍一
「道路の安全
確保」

大神小 6年
阿部千裕
「町の財政問
題」

り
ま
す
。
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に

で
き
な
い
か
」
と
の
質
問
に
、
都
市
建

設
課
長
が
「
ま
だ
ま
だ
危
険
な
道
路
が

あ
る
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
道
を
広

げ
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
に
歩
け
る
道

路
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
答
え

ま
し
た
。

　

他
に
も
、「
校
舎
の
耐
震
性
に
つ
い

て
」
や
「
公
園
整
備
」、「
日
出
小
学
校

周
辺
整
備
に
つ
い
て
」、「
福
祉
問
題
」

な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
が
「
大
変
貴
重
な
質
問
や

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
町

政
の
課
題
と
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
日
出
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、

日
出
町
の
未
来
を
担
う
町
民
の
ひ
と
り

と
し
て
、
日
出
町
を
よ
り
よ
い
町
に
し

て
い
く
た
め
に
と
、
南
端
中
学
２
年
の

速
水
眞ま

み美
さ
ん
が
「
子
ど
も
宣
言
」
を

読
み
上
げ
、
こ
れ
を
採
決
し
ま
し
た
。

子
ど
も
議
員
を
代
表
し
て

　　

議
長
を
務
め
た
藤
本
広
大
く
ん
が

「
最
初
は
不
安
だ
っ
た
が
、
な
ん
と
か

役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
世
代
の
人
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
疑

問
を
感
じ
て
い
る
の
か
が
分
か
っ
た

し
、
そ
れ
に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
町
が
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
に
興
味
が
で
て

き
ま
し
た
」
と
、
ま
た
「
よ
り
よ
い
町

づ
く
り
に
向
け
て
、
一
人
ひ
と
り
の
力

で
は
難
し
い
こ
と
で
も
、
み
ん
な
の
力

を
合
わ
せ
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
と
思
い

ま
す
。
僕
た
ち
の
力
は
ま
だ
ま
だ
微
力

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
出
町
の
発
展

の
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。



スポーツをとおして元気なまちづくり
世代を超えた交流「総合型地域スポーツクラブ」

　「総合型地域スポーツクラブ」とは、その地域に住んでいる人たちが、性
別、年齢に関係なくいつでも気軽にスポーツに参加できる『総合型』のスポ
ーツクラブで、クラブの運営は地域の皆さんで行います。
　健康や体力水準の改善はもちろん、世代間のコミュニケーションの機会
を増やすことで、子どもたちの健全育成にも効果があると考えています。
　健康で豊かなライフスタイルを送るための生涯スポーツとしてとらえ、み
んなが楽しくスポーツを行い、元気なまちづくりを目指します。

世代を超え、一緒に練習する陸上教室

陸
上
教
室
と

　
　

新
体
操
教
室
が
開
講

　

平
成
23
年
度
か
ら
「
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

が
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
先
駆
け
て
、
陸
上

教
室
と
新
体
操
教
室
が
開
講

し
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
藤
田
政
義

教
育
長
が
「
ス
ポ
ー
ツ
を
と

お
し
て
友
人
を
た
く
さ
ん
つ

く
り
、
体
を
動
か
す
こ
と
の

楽
し
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
、
ま
た
「
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
参
加
す
る
こ
と

で
、
明
る
く
元
気
の
あ
る
地

域
社
会
を
つ
く
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

誰
で
も
、
い
つ
で
も

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環
境

　

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
で
は
、
年
齢
に
関

係
な
く
誰
で
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
競

技
種
目
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
、
い
つ
ま
で
も

健
康
で
充
実
し
た
ラ
イ
フ
ス

陸上教室開講式

　日出暘谷高校で行われた陸上教室開講式では、豊

岡小学校の川野智世さん（６年）と川野敦司くん（５

年）が「参加する仲間と陸上競技を楽しみながら、

より美しく、より速く走れるようにがんばりたい」

と決意表明しました。

　教室には、小学生から一般の方まで３０人が参加

しています。
決意表明をする川野智世さん
と敦司くん



タ
イ
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
初
心
者
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
競
技
者
ま
で
参
加
す
る
こ
と
で
、
初

心
者
の
技
能
レ
ベ
ル
の
向
上
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

学
校
卒
業
後
も

　
　
　

  

ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
た
い

　

町
内
の
小
中
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
い
る

か
を
知
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
小
中
学
生
が
「
現

在
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
を
い
つ
ま
で

続
け
て
い
き
た
い
か
」
と
の
問
い
に
対

し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
77
％
以
上
の
人
が

学
校
を
卒
業
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け

た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
現
在
町
内
に
は
学
校
を
卒

業
し
た
後
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
た
め
の

十
分
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

　

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

は
地
域
住
民
が
主
体
で
運
営
し
て
い
き

ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
参
加
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
で
の
交
流

の
場
と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、

地
域
文
化
活
動
に
も
参
加
し
て
い
け
る

よ
う
な
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

新体操教室

保健福祉センター
トレーニングルー
ムの案内

　町民の皆さまの健康づ

くりに活かしていただく

ために、日出町保健福祉セ

ンター内にトレーニング

ルームを設けています。

　若者から高齢者まで、皆

さまお誘いのうえ、ご利用

ください。

● 利用時間　8時30分～
22時（日曜・祝日は17

時まで）

● 利用料　利用券を券売
機で購入してください。

○ 町内者　1回210円（回
数券12回2,100円）

○ 町外者　1回310円（回
数券12回3,100円）

＊ 町内在住の 6 5 歳以上

の方は無料です。セン

ター受付にて無料券を

差し上げます。

●利用上の注意
・トレーニングルーム内

にある受付簿に記入して

ください・室内シューズ

を持参・利用年齢は中学

生以上（中学生は保護者

同伴）見学は室外から

● 問合先　保健福祉セン
ター☎73‐1337

ボランティアグループ「グル
ープさわやか日出」のメン
バーが初心者の方に器具の使
い方やストレッチ方法などを
指導してくれます

● 指導日　毎週火曜日と
木曜日（祝日を除く）

　 10時～12時・13時30

分～15時30分



お
誕
生おめ

で
と
う

お
誕
生おめ

で
と
う
(7 月受付分）
（敬称略）

公的年金から町県民税の引き落としが始まります
新たな税負担を伴うものではありません 税務課住民税係　☎７３－３１２３

　

10
月
支
給
分
の
公
的
年

金
か
ら
、
町
県
民
税
の
引
き

落
と
し
が
始
ま
り
ま
す
。

　

引
き
落
と
し
さ
れ
る
税

額
は
、
公
的
年
金
の
所
得
に

係
る
税
額
の
み
で
す
。

　

新
た
な
税
負
担
を
伴
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

　

町
県
民
税
の
納
税
義
務
者

の
う
ち
、
４
月
１
日
現
在
で

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
。

　

た
だ
し
、
現
在
介
護
保
険

料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
て
い
な
い
方
や
引
き
落

と
し
さ
れ
る
町
県
民
税
額
が

公
的
年
金
等
の
額
を
超
え
る

方
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

●
対
象
と
な
る
町
県
民
税

　

公
的
年
金
の
所
得
に
係
る

町
県
民
税
の
み
で
す
。

　

給
与
所
得
や
事
業
所
得
な

ど
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
町

県
民
税
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
給
与
か
ら
の
天
引
き
、
ま

た
は
納
付
書
に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

「定額給付金」の申請は
お済みですか？
『申請期限：９月24日（木）』

　対象者は次のいずれかに該当す
る人です。（基準日は２月１日）
○町内に住民登録がある人。
○町内に外国人登録がある人。

●問合先　企画振興課
　　　　　　☎７３－３１１６

住　

所　

   

出
生
児　
　

性
別 

保
護
者

【
豊
岡
】

西
の
二 

恒
松　

煌き

ら來 

男 

和
也

西
の
二 

生
山
愛あ

り

さ

莉
紗 

女 

重
紀

西
の
二 

馬
場　

天て
ん
し
ん伸 

男 

雅
和

西
の
三 

戸
口　

未み

ゆ悠 

女 

早
苗

西
の
三 

賀
　

杏あ

ん

な衣 

女 

進
一

【
日
出
】

本　

町 

佐
藤　

大た

い

が雅 

男 

明

中　

央 

鈴
木　

創そ
う
す
け介 

男 

慶

西
八
日
市 

髙
橋　

奏そ
う
す
け輔 

男 

康
徳

東
仁
王 

手
嶋
あ
す
那な 

女 

一
成

東
仁
王 

堀　

浩こ

う

た

ろ

う

太
朗 

男 

博
之

東
仁
王 

二
宮　

倖さ

な菜 

女 

裕
樹

【
藤
原
】

中　

部 

菅
原　

璃り

く久 

男 

健
司

【
川
崎
】

則　

次 

中
根
亜あ

さ

み

咲
実 

女 

重
彦

辻
の
尾 

岳
藤　

一か

ず

き葵 

男 

一
真

成　

行 

佐
藤　

凜り

ん

か夏 

女 

公
平

内　

野 

中
村　

結ゆ

う

な愛 

女 

俊
之

内　

野 

手
嶋　

晃こ
う
へ
い平 

男 

國
弘

内　

野 

井
口　

結ゆ

あ愛 

女 

錠
治

【
大
神
】

三
尺
山 

佐
藤
真ま

ゆ

か

由
香 

女 

健
典

高　

尾 

大
下　

鉄て
っ
し
ょ
う生 

男 

和
宏

軒
の
井 

佐
藤　

周し
ゅ
う
へ
い柄 

男 

嗣

ダイヤモンド婚・金婚者を表彰します
日出町福祉健康推進大会 福祉対策課障害福祉係　☎７３－３１２１

　

日
出
町
福
祉
健
康
推
進
大

会
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・

金
婚
者
を
表
彰
し
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
大
会
日
時　

　

11
月
18
日
（
水
）　

　

９
時
30
分
〜

● 

と
こ
ろ　

日
出
町
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル

●
表
彰
該
当
者

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

　
 

昭
和
24
年
12
月
31
日
ま
で

に
婚
姻
さ
れ
た
ご
夫
婦
。

・
金
婚
者

　

 

昭
和
34
年
12
月
31
日
ま

で
に
婚
姻
さ
れ
た
ご
夫

婦
。

＊ 

金
婚
者
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
者
で
、
す
で
に
表
彰
を

受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

●
申
請
書　

　

 

福
祉
対
策
課
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

●
申
請
期
限

　

10
月
19
日
（
月
）

し尿・浄化槽汚泥の収集について
杵築速見環境浄化組合 　☎７２‐８０６１

　

杵
築
速
見
環
境
浄
化
組
合

で
は
、次
の
期
間
に
処
理
施
設

の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、工
事
期
間
中
の
し

尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理

量
を
制
限
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、工
事
期
間
中
の

各
家
庭
の
汲
み
取
り
日
や
浄

化
槽
清
掃
の
日
程
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
工
事
期
間　

　

 
９
月
22
日（
火
）
〜
11
月
5

日（
木
）



（7月受付分）
（敬称略）

住　

所　

      

死
亡
者　
　
　

行
年

【
南
端
】

目　

刈 

小
野　

州
雄 

60

【
豊
岡
】

太　

田 

太
田
左
右
子 

74

西
の
二 

猪
須　

嘉
宏 

71

仲　

町 

是
永　

末
彦 

88

本　

町 

溝
部　
　

豊 

80

辻
間
団
地
東 

芹
ケ
野
平
次 

81

辻
間
団
地
東 

後
藤　

俊
明 

75

辻
間
団
地
東 

川
元　

愛
子 

74

【
日
出
】

南　

浜 

河
野　

隆
昭 

69

若　

宮 

藤
本　

ミ
ヅ 

80

本　

町 

佐
藤
マ
ツ
ヱ 

90

【
藤
原
】

東　

部 

木
付　

安
典 

80

南　

部 

白
井　

昭
子 

77

赤　

松 

小
城　

文
子 

87

【
川
崎
】

宗　

行 

清
原　

篤
之 

95

西
小
深
江 

仲
尾　

澄
子 

76

【
大
神
】

北
大
神 

田
島　

信
子 

83

真
那
井 

八
坂　

な
か 

75

10 月から出産育児一時金が４万円引き上げに
少子化対策により最高４２万円を支給します 健康増進課国保医療係　☎７３－３１３３

　

日
出
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

平
成
21
年
10
月
か
ら
平
成
23
年

３
月
ま
で
、出
産
育
児
一
時
金
を

35
万
円
か
ら
４
万
円
引
き
上
げ

39
万
円
と
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、産
科
医
療
補
償
制
度

（＊）
の
対
象
医
療
機
関
で
出
産
し

た
場
合
は
、３
万
円
を
加
算
し
合

計
42
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

（＊）
産
科
医
療
補
償
制
度

　

通
常
の
出
産
に
も
か
か
わ
ら

ず
脳
性
麻
痺
と
な
っ
た
小
児
を

対
象
に
、最
高
３
千
万
円
が
補
償

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

制
度
に
加
入
し
て
い
る
医
療

機
関
で
、在
胎
週
数
22
週
以
後

の
出
産（
死
産
を
含
む
）の
場
合
、

出
産
育
児
一
時
金
が
３
万
円
加

算
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
医
療
機
関
で
の
出
産
や
加
入

し
て
い
て
も
在
胎
週
数
22
週
未

満
の
出
産（
流
産
、
人
工
中
絶
を

含
む
）
な
ど
の
場
合
は
3
万
円

の
加
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
産
費
用
の
直
接
支
払
制
度

を
開
始

　

直
接
支
払
制
度
と
は
、被
保
険

者
が
出
産
費
用
を
現
金
で
支
払

わ
な
く
て
済
む
よ
う
に
、
42
万

円
を
上
限
と
し
て
医
療
機
関
が

保
険
者
に
直
接
請
求
す
る
制
度

で
す
。

●
直
接
支
払
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

　

出
産
後
に
被
保
険
者
が
保
険

者
に
対
し
て
、出
産
育
児
一
時
金

の
支
給
申
請
を
す
る
手
続
を
省

く
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、多

額
な
出
産
費
用
を
準
備
す
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

●
出
産
費
用
が
42
万
円
を

　
　
　
　
　
　
　
　

超
え
た
場
合

　

出
産
費
用
が
上
限
で
あ
る
42

万
円
を
超
え
た
場
合
に
は
、そ
の

超
え
た
額
を
医
療
機
関
で
支
払

い
ま
す
。

●
出
産
費
用
が
42
万
円
未
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
場
合

　

42
万
円
は
本
来
出
産
育
児
一

時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
金
額

で
す
。
こ
の
た
め
、
出
産
費
用
が

42
万
円
未
満
だ
っ
た
場
合
、こ
の

差
額
が
被
保
険
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、こ
の
場
合
手
続
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

国
保
医
療
係
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

「町営体育館」及び「中央公民館ホール」の
改修工事を行います
次の期間、施設を利用できません
ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

●町営体育館 11月4日（水）～平成22年1月9日（土）…内装工事

●中央公民館ホール 11月23日（月）～12月11日（金）…照明取り付け工事
問合先　日出町中央公民館　☎７２－８６０８



「子宮頸がん」及び「乳がん」検診を追加で実施します
早期発見・早期治療が大事です 健康増進課長寿健康係　☎７３－３１３０

　

日
本
人
の
「
子
宮
頸
が
ん
」
及

び
「
乳
が
ん
」
の
検
診
受
診
率
は

と
て
も
低
く
20
％
程
度
で
す
。

　

が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
よ
り
完
治
す
る
可
能
性
が
と

て
も
高
い
病
気
で
す
。

　

そ
こ
で
、
日
出
町
で
は
「
子
宮

頸
が
ん
」
及
び
「
乳
が
ん
」
の
追

加
検
診
を
行
い
ま
す
。

　

20
歳
以
上
の
方
が
「
子
宮
頸

が
ん
検
診
」
を
受
診
し
た
場
合
と

40
歳
以
上
の
方
が
「
乳
が
ん
検

診
」
を
受
診
し
た
場
合
に
は
、
検

診
費
用
が
一
部
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
助
成
は
、
２
年
に
１
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「子宮頸がん」及び「乳がん」の検診料

子宮頸がん検診
（20歳以上）

乳がん検診
（40歳以上）

助成が
ある場合 １，２００円 １，４００円

助成が
ない場合

４，０２０円（平日） ４，２２０円（平日）

４，４１０円（土・日） ４，６３０円（土・日）

「子宮頸がん」・「乳がん」の検診日程
（受付時間：９時～１０時３０分）

検診日 会　　場

9月 5日（土） 日出町中央公民館

9月 8日（火） 日出町中央公民館

10月 5日（月） 日出町保健福祉センター

10月 13日（火） 日出町保健福祉センター

11月 10日（火） 日出町保健福祉センター

11月 15日（日） 日出町保健福祉センター

12月 8日（火） 日出町中央公民館

12月 17日（木） 日出町中央公民館

1月 21日（木） 日出町中央公民館

1月 24日（日） 日出町保健福祉センター

●検診は完全予約制となっています。
　必ず、電話でお申し込みしてください。

今年こそはメタボ脱却にチャレンジ！メタ活
「さよならメタボ活動教室」を開催 健康増進課長寿健康係　☎７３－３１３０

　メタボリックシンドロームを予防・改善す

る教室を開催します。講話や実習をとおして

生活習慣を見直してみませんか？

●申込期限　10月 16日（金）
●申込方法　電話で申し込んでください
＊第３回目の講座に限り定員は 35人です。

　 定員を超える場合は、全ての教室に参加でき

る方を優先します。

日程・場所 内容 講師 持参するもの

1
11 月 17日（火）
13時 30分～ 15時 30分
保健福祉センター

健診結果の見方
大分県地域保健支援
センター
保健師

・筆記用具
・健診結果

2
11月 25日（水）
13時 30分～ 15時 30分
保健福祉センター

生活習慣病の概要
と予防について

大分県東部保健所副
所長（医師）
前田　泰久　氏

・筆記用具

3
12月 22日（火）
9時 30分～ 13時 30分
保健福祉センター

生活習慣病の食事
について
（講義・実習）

管理栄養士
松田　充子　氏

・筆記用具
・三角巾
・エプロン
・タオル

4
平成 22年 1月 27日（水）
9時 30分～ 11時 30分
保健福祉センター

生活習慣病と運動
について
（講義・実習）

別府大学健康セン
ター所長
健康運動指導士
長野　力　氏

・筆記用具
・運動できる服装
・室内シューズ
・タオル・飲み物



9月10日から16日は自殺予防週間

　日本の自殺者数は平成 10年以降連続して 3万人を上回り、大分

県でも毎年約 300人の方が亡くなっています。

　現代社会では、誰もが個々の健康を損なう可能性があり、一人ひ

とりが自殺を特別なことでなく、身近な問題として受け止めて、と

もに支え合う社会をつくっていくことが大事です。

　今、私たちにできることを考えてみませんか。

自殺予防ための３つのポイント　　〈気づき〉・〈つなぎ〉・〈見守り〉

ＰＯＩＮＴ１・・気づき ＰＯＩＮＴ２・・つなぎ ＰＯＩＮＴ３・・見守り

周りの人の悩みに気
づき、耳を傾ける

早めに専門家に相談
するよう促す

温かく寄り添いなが
ら、じっくりと見守る

○ 心の悩みを抱えてい
る人が発するサイン
に気づきましょう。

○ 話を聞いてあげるこ
とが、絶望感を軽減す
るために重要なこと
です。

○ 相手の気持ちを尊重
し、共感しましょう。

○ 心の病気の兆候があ
れば、本人の置かれて
いる状況や気持ちを
理解してくれる家族、
友人、上司の協力を求
めましょう。

○ 治療の第 1 歩は専門
家への相談から始ま
ります。協力して専門
家への相談につなげ
ましょう。 

○ 身体や心の健康状態
について自然な雰囲
気で声をかけて、優し
く寄り添いながら見
守りましょう。

○ 家庭や職場での負担
が減るよう配慮しま
しょう。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
を
受

け
て
い
る
方
の
ご
家
族
を
対
象

に
「
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
場

面
を
取
り
上
げ
、
み
ん
な
で
知
恵

を
出
し
合
っ
て
そ
の
対
応
を
楽

し
く
学
び
ま
す
。

　

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

●
と
き

　

９
月
29
日
（
火
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

●
と
こ
ろ　

　

日
出
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師
・
テ
ー
マ　

　

 

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
職
員
・
「
こ
れ
で
解
決
！

日
常
生
活
の
困
っ
た
場
面
」

●
参
加
料　

無
料

＊
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先
・
申
込

　

福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係

　

☎
73
‐
３
１
２
１

家
族
の
つ
ど
い
開
催



hiji report hiji report hiji report

　

８
月
３
日
、
豊
岡
西
区
の
出
ル
水
水

源
地
で
水
神
祭
が
行
わ
れ
、
水
利
権
者

や
地
元
の
方
な
ど
お
よ
そ
30
人
が
出
席

し
、
日
ご
ろ
の
水
の
恵
み
に
感
謝
し
ま

し
た
。

　

神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
水
利
権
者
代

表
の
山
口
幸
男
さ
ん
と
工
藤
町
長
が

｢

こ
の
水
源
地
か
ら
多
く
の
家
庭
に
水

を
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
貴
重
な
資
源
を
大
切
に
使
っ
て
い
き

た
い｣

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
水
源
地
か
ら
の
湧
水
量
は
日
量

約
１
万
２
千
ト
ン
で
、
町
内
の
上
水
道

の
１
日
の
使
用
量
約
１
万
ト
ン
の
内
、

約
４
千
ト
ン
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

水の恵みに感謝して

出い
ず

ル
水み
ず

水
神
祭

貴
重
な
資
源
を
大
切
に

　

７
月
に
行
わ
れ
た
、
県
中
学
校
体
育

大
会
で
上
位
入
賞
し
、
九
州
大
会
出
場

が
決
ま
っ
た
と
し
て
、
７
月
29
日
、
町

内
の
中
学
生
６
人
が
役
場
を
訪
れ
、
大

会
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
が
「
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
大

会
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。

　

日
出
中
学
３
年
の
鈴
木
知ち

か夏
さ
ん

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
）
が
「
力

を
出
し
切
り
、
上
位
入
賞
を
目
指
し
ま

す
」
と
、
大
神
中
学
２
年
の
渡
辺
永ひ
さ
ゆ
き幸

く
ん
（
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
）
が
「
一

つ
で
も
上
位
に
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

九州大会に出場する生徒ら

中
学
生
が
九
州
大
会
出
場

上
位
入
賞
を
目
指
す

　

７
月
24
日
、
役
場
で
「
暴
力
団
に
対

す
る
町
営
住
宅
等
の
制
限
措
置
に
関
す

る
協
定
書
の
調
印
式
」
が
行
わ
れ
、
工

藤
町
長
と
吉
良
毅
た
け
し
日
出
警
察
署
長
が
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
営
住
宅
に
お
け
る
暴
力

団
員
に
よ
る
不
法
行
為
が
全
国
的
に
多

発
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
暴
力
団

員
に
関
す
る
情
報
提
供
等
に
関
し
て
警

察
と
の
連
携
を
強
化
す
る
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
工
藤
町
長
と
吉
良
署
長
が

「
暴
力
団
員
の
存
在
は
脅
威
で
す
。
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
お
互

い
協
力
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

吉良署長と工藤町長が調印

暴
力
団
排
除
に
つ
い
て
協
定
を
結
ぶ

よ
り
安
心
な
暮
ら
し
へ



　
「
佐
尾
区
通
学
児
童
見
守
り
隊
」（
三
重

野
博
隊
長
）が
、警
察
庁
か
ら「
地
域
安
全

安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
事
業
」に
選

定
さ
れ
、パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
着
用
す
る
帽

子
や
腕
章
、Ｔ
シ
ャ
ツ
、防
寒
着
な
ど
が

貸
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、８
月
４
日
、

佐
尾
区
公
民
館
で「
貸
与
式
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
、吉
良
毅
た
け
し
日
出
警
察
署
長
が「
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
、町
内
の
刑
法
犯
の
認

知
件
数
は
減
っ
て
い
ま
す
」と
、日
ご
ろ
の

活
動
に
感
謝
。三
重
野
隊
長
が「
今
ま
で
以

上
に
自
主
活
動
を
推
進
し
、子
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
と
健
全
育
成
に
尽
力
し
ま

す
」と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

佐
尾
区
見
守
り
隊
に
防
犯
用
品
を
貸
与

登
下
校
の
安
全
確
保

地域の安全を見守る

　

８
月
２
日
、糸
ケ
浜
海
水
浴
場
で
、

「
２
０
０
９
糸
ケ
浜
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス

タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ビ
ー
チ
で

は
様
ざ
ま
な
競
技
が
行
わ
れ
、参
加
者

は
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
人
気
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
は
、県
内
外
か
ら
48
チ
ー
ム
が

参
加
。
そ
の
他
、
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス

大
会
や
ビ
ー
チ
水
鉄
砲
大
会
、サ
ン
ド

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
か
ら
宝
探
し
ゲ
ー
ム
も

行
わ
れ
、参
加
者
は
砂
に
埋
め
ら
れ
た

宝
の
名
前
が
書
か
れ
た
石
を
一
生
懸

命
に
探
し
ま
し
た
。

糸
ケ
浜
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ

焼
け
た
砂
の
上
で
熱
戦

ビーチ水鉄砲の様子

　

町
道
大
神
瀬
ノ
上
線
と
町
道
豊
岡
宮

川
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
、町
に
土
地
を

無
償
で
提
供
し
た
と
し
て
、８
月
10
日
、

土
地
の
無
償
提
供
者
に
対
し
て
、感
謝
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
が「
貴
重
な
財
産
を
提
供
し

て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

【
無
償
提
供
者
は
次
の
と
お
り
】

○
谷
口
和
行
さ
ん　
（
三
尺
山
）

○
谷
口
道
徳
さ
ん　
（
三
尺
山
）

○
谷
口
正
記
さ
ん　
（
南
部
）

○
鷹
橋
希
世
さ
ん　
（
三
尺
山
）

○
川
野
瑠
璃
子
さ
ん（
三
尺
山
）

○
阿
部
公
司
さ
ん　
（
是
城
）

道
路
用
地
無
償
提
供
者
に
感
謝
状
贈
呈

貴
重
な
財
産
提
供
に
感
謝

土地の無償提供者（前列）

　

日
出
町
教
育
委
員
会（
吉
田
壽と
し
き樹
委
員

長
）は
、隅
櫓（
鬼
門
櫓
）を
町
有
形
文
化

財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

隅
櫓
は
江
戸
時
代
、暘
谷
城
本
丸
の
鬼

門（
北
東
）に
建
て
ら
れ
た
櫓
で
、４
０
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、大
正
10
年
に
東

仁
王
に
移
築
さ
れ
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、暘
谷
城
趾
周
辺
を「
歴
史
風
情

の
あ
る
町
並
み
」を
形
成
す
る
よ
う
整
備

し
て
い
ま
す
が
、隅
櫓
は
萬
里
図
書
館
の

前
に
移
築
し
、歴
史
・
文
化
資
料
を
展
示

す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整

備
、か
つ
て
の
風
情
が
蘇
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

隅
櫓
を
町
指
定
文
化
財
に
認
定

文
化
財
・
新
た
に
指
定

移築される隅櫓



ウェルサンピア大分日出の　　
　　　新施設の名称を公募します
　ウェルサンピア大分日出（大分厚生年金休暇センター）の営業が10月20日
をもって終了します。
　このたび県内の企業が、ウェルサンピア大分日出の施設を入札により落札
し、11月以降もこれまでと同様の営業形態で営業を行うようになりました。
　そこで、これまで20年間町内の多くの皆さまに親しまれてきた施設の名称を
公募により決めることにしました。たくさんのアイデアをお寄せください。

● 営業内容　宿泊・レストラン・温泉入浴・
スポーツレジャー
●募集内容　施設の名称
　 （多くの人が覚えやすく親しめるもの、
字数などは問いません）
●締切日　9月15日（火）
● 申込　住所・氏名・年齢・性別・電話番
号・メールアドレス・応募作品・応募作品
の説明を記入のうえ、ＦＡＸかハガキ、

メールで応募してください。
● 条件　応募作品に関する一切の権利は、
日出町ならびに運営会社に帰属します。
応募作品は、一部補作、修正する場合が
あります。
● 謝礼　入選者にはペア宿泊券（1泊2食
付）等を進呈します。
● 結果通知　日出町ホームーページで公表
します。

問合先・申込先 〒879－1592　日出町2974番地１　日出町役場企画振興課　
 ☎７３－３１１６　ＦＡＸ７２－７２９４　
 Ｅメールinfo@town.hiji.oita.jp



定 期 相 談

●行政相談

・役場新館3階332会議室

・毎月第1火曜日　10時～15時

　上記以外の時間帯は自宅で相談に応じます。

　北野琿彦相談員　☎72－2634

●心配ごと相談

・役場新館3階332会議室

・毎月第2火曜日　10時～15時

・福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会

・9月15日火曜日　10時～15時

・川崎ふれあいセンター

・総務課　☎73－3150

●日出町ホットライン

　 　ボランティア団体による悩みごと、心配ご

と電話相談　☎72－3412

・月～金曜日の19時～21時

●障がい児・者等支援相談

・社会福祉法人「みのり村」

　みのり障がい者生活支援センター

　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談

・太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談

・日出町地域包括支援センター（健康増進課内）

　☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談

・福祉対策課　☎73－3121

・大分県東部保健所地域福祉室　☎72－2327

●交通事故無料相談

・大分自動車保険請求相談センター

・要予約☎097－536－5043（9時～16時）

・弁護士相談日（水曜日：13時～16時）

●無料人権相談所

・大分地方法務局杵築支局

　☎0978－62－2271

・月曜日～金曜日　8時30分～17時15分

●法律相談

・日出町保健福祉センター　相談室

・毎月第４火曜日　13時30分～16時30分

　（祭日の場合は休み）

・要予約　相談料３０分につき5,000円

・大分県弁護士会　☎097－536－1458

今月の１冊

「日本で一番不況に強い男」
二宮尊徳の成功実績に学べ

瀧澤　　中　：著
中経出版　：刊

　現在100年に一度の経済危機といわれています。様ざ

まな企業が倒産し、人材派遣会社で働く人たちは、仕事

がなく途方にくれています。

　200年前の江戸時代に、今と同じような状況がありま

した。そんな時、飢餓状態にあった日本中の村々６００

余を復興させた一人の人物がいます。その名は二宮尊

徳。学校の校庭に、薪を背負いながら読書している銅像

を見かけたことはないでしょうか。

　村人を餓死させることなく、飢餓から村を復興させた

二宮尊徳の手法とは！現代の企業経営建て直しに役立

つ、７つの成功実績を教えてくれる１冊。

９月の休館日
毎週月曜日、第 2・4日曜日

９月の読み聞かせ
【ブー・フー・ウーによる読み聞かせ】
●と　き　9月１2日・26日（土曜日）
　　　　　10時30分～11時30分
●ところ　2階（おはなしのへや）
●対　象　幼児から小学校低学年

【FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ】
●と　き　9月25日（金曜日）11時～11時30分
●ところ　2階（おはなしのへや）
●対　象　0歳から5歳くらいまで

子ども映画会
●とき　 9月5日（土）・19日（土）10時30分～11時
●ところ　2階（おはなしのへや）
●作品　アニメビデオ

図書館の利用案内
●貸出冊数　1人につき図書5冊、雑誌3冊
●貸出期間　2週間
＊ 本を借りるには、まず「利用者カード」を作ってください。
　その際、免許証や保険証などの身分証明書が必要です。
＊ 図書館ではお探しの資料や本、情報を入手するための
お手伝いをします。お気軽にご相談ください。



合
併
を
し
な
い
宣
言
の
矢
祭
町
に
学
ぶ

　　

８
月
上
旬
、町
村
会
の
研
修
会
で
、い
ち
早

く
合
併
を
し
な
い
と
宣
言
し
て
自
立
の
町
政

を
推
進
し
て
い
る
福
島
県
矢
祭
町
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

訪
問
す
る
と
、栃
木
県
野
木
町
議
会
総
務

文
教
委
員
会
一
行
、東
京
都
内
の
大
学
経
営

学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
と
、大
分
県
町
村
会

一
行
の
視
察
研
修
が
重
な
っ
て
お
り
３
団
体

同
室
で
の
合
同
の
説
明
会
で
し
た
。視
察
が

多
す
ぎ
て
の
対
応
で
、ち
な
み
に
１
年
間
の

視
察
は
８
０
０
団
体
を
超
え
る
と
か
。

　

こ
の
町
の
人
口
は
、現
在
６
６
８
９
人
、

年
々
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

で
も
合
併
協
議
が
始
ま
り
か
け
た
平
成
13
年

に
い
ち
早
く
町
議
会
で
合
併
は
し
な
い
と
決

議
し
、こ
れ
を
宣
言
し
て
脚
光
を
浴
び
、そ
の

後
独
自
の
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

前
町
長
根
本 

良
一
氏
は
高
校
３
年
の
時
、

父
親
を
交
通
事
故
で
亡
く
さ
れ
、進
学
を
断

念
し
家
業
の
家
具
店
を
継
ぎ
ま
し
た
。そ
の

後
６
期
24
年
間
町
長
を
務
め
ま
し
た
。企
業

経
営
の
経
歴
を
生
か
し
て
、猛
烈
な
行
政
改

革
を
断
行
。自
立
財
政
を
目
指
し
、効
率
化
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

職
員
の
削
減
や
職
務
兼
務
を
推
進
。町
長

自
ら
役
場
の
清
掃
を
行
い
、清
掃
業
者
を
排

し
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
た
と
い
い
ま
す
。

　

単
な
る
切
捨
て
型
財
政
再
建
で
は
な
く
、

職
員
の
意
識
改
善
に
よ
り
町
民
へ
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。役
所
へ

の
届
出
は
、職
員
自
宅
に
届
け
出
る
こ
と
も

可
能
に
し
て
い
ま
す
。平
成
15
年
３
月
の
６

期
目
は
、夫
人
の
病
気
で
介
護
の
た
め
町
長

選
挙
へ
の
出
馬
を
見
送
ろ
う
と
し
ま
し
た

が
、町
民
が
再
出
馬
を
熱
望
。役
場
に
町
民
が

大
挙
し
町
長
に
直
談
判
の
末
説
得
。そ
し
て

再
出
馬
で
当
選
。し
か
し
、平
成
19
年
４
月
ま

で
、６
期
24
年
町
長
を
務
め
て
勇
退
。

徹
底
し
た
経
費
削
減
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

こ
の
後
を
受
け
て
古こ
ば
り
ま
こ
と

張
允
氏
が
現
町
長
に

就
任
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
、矢
祭
町
長
、自
立
総
務
課
長
か
ら
お

聞
き
し
た
町
の
施
策
で
、特
色
の
あ
る
も
の

を
挙
げ
ま
す
。

①　

組
織
を
グ
ル
ー
プ
制
に
し
、課
は
３
課
。

自
立
総
務
課
に
総
務
・
企
画
財
政
・
税
務
、町

民
福
祉
課
に
健
康
・
福
祉
・
町
民
・
生
活
環
境
、

事
業
課
に
産
業
・
事
業
の
グ
ル
ー
プ
制
を
敷

き
、会
計
管
理
者
の
下
に
出
納
室
を
お
き
、簡

素
で
弾
力
的
、効
率
的
な
運
用
を
図
っ
て
い

ま
す
。一
般
行
政
部
門
を
３
人
の
課
長
で
集

約
し
て
い
ま
す
。

②　

現
在
の
職
員
数
は
58
人
で
す
が
、徹
底

し
た
人
員
削
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、す
で

に
従
前
の
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。平
成
23
年
度
ま
で
に
は
、さ
ら
に
減
員
し

50
人
体
制
に
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

③　

役
場
の
窓
口
は
１
年
中
休
み
ま
せ
ん
。

平
成
15
年
８
月
か
ら
、平
日
は
７
時
30
分
〜

18
時
45
分
ま
で
、土
曜
、日
曜
、祝
日
は
８
時

30
分
〜
17
時
30
分
ま
で
窓
口
業
務
を
行
い
町

民
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
ま
す
。

④　

職
員
の
自
宅
を
出
張
役
場
と
し
て
解

放
。こ
の
出
張
役
場
で
で
き
る
事
は
、①
税
金

･

水
道
料･

保
育
料
等
の
納
付
。②
住
民
票

等
の
証
明
書
類
。③
農
業
者
年
金
の
現
況
届

け
等
の
提
出
。④
そ
の
他
な
ん
で
も
相
談
。

　

経
費
節
約
で
役
場
庁
舎
は
改
築
し
て
お
ら

ず
、町
長
室
、議
長
室
は
冷
暖
房
を
使
用
し
な

い
と
い
い
ま
す
。ま
た
議
員
、農
業
委
員
な
ど

の
定
数
の
削
減
、町
長
等
の
特
別
職
報
酬
の

見
直
し
、物
件
費
や
補
助
金
、負
担
金
、委
託

料
の
見
直
し
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
入
る
を
量
り
て
出
る
を
制
す
」を
基
本
に

　

経
費
削
減
分
で
、公
共
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉

医
療
の
充
実
向
上
を
図
る
と
し
て
お
り
、具

体
的
に
は
水
道
料
、国
民
健
康
保
険
税
、介
護

保
険
料
な
ど
の
公
共
料
金
の
現
状
維
持
、保

育
料
、幼
稚
園
授
業
料
、給
食
費
な
ど
の
引
き

下
げ
を
行
い
、少
子
化
対
策
な
ど
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
へ
の
予
算
に
振
り
分
け
て
い
る

と
い
い
ま
す
。

　

矢
祭
町
の
財
政
事
情
は
、経
常
収
支
比
率

や
財
政
力
指
数
、実
質
公
債
費
比
率
な
ど
の

比
率
を
み
る
と
必
ず
し
も
恵
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。地
方
交
付
税
が

横
ば
い
又
は
減
少
す
る
中
、長
年
か
か
っ
て

土
地
開
発
や
企
業
誘
致
を
進
め
て
き
た
こ
と

で
、町
税
収
入
が
漸
増
し
て
い
る
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

矢
祭
式
算
出
方
式
と
し
て
、「
入
る
を
量
り

て
出
る
を
制
す
」を
財
政
の
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
い
ま
す
。収
入
に
見
合
っ
て
予
算

を
組
む
の
は
ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、諸
般
の
事
情
で
簡
単
に
削
減
で
き
な
い

の
が
現
状
で
す
。

行
政
は
ぬ
る
ま
湯
体
制
な
の
か

　

行
政
は
ぬ
る
ま
湯
体
制
で
あ
り
、最
大
の

行
財
政
改
革
は
人
件
費
の
削
減
で
あ
る
と
し

て
、こ
れ
を
基
本
に
地
道
に
歳
出
削
減
を
行

い
、必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
と
住
民

の
協
働
の
仕
組
み
に
よ
り
実
現
し
、自
立
の

町
づ
く
り
を
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

削
減
し
た
経
費
、予
算
を
、将
来
を
担
う
子

ど
も
や
医
療
、健
康
の
た
め
に
支
出
す
る
方

針
に
町
民
や
職
員
が
納
得
し
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
た
次
第
で
す
。

　

全
職
員
で
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
る
仕
組

み
、朝
早
く
か
ら
遅
く
ま
で
働
く
職
員
、担
当

に
関
係
な
く
仕
事
に
も
係
わ
る
職
員
、さ
て
、

職
員
の
意
向
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
？
と
思

い
、組
合
と
の
交
渉
は
と
尋
ね
る
と
職
員
皆

の
総
意
で
現
状
に
特
に
異
論
は
な
い
と
い
い

ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、町
の
総
合
計
画
の
理
念
で
あ

る「
元
気
な
子
ど
も
の
声
が
き
こ
え
る
町
づ

く
り
」を
目
指
し
て
、地
方
交
付
税
が
減
少
し

て
も
財
政
調
整
基
金
の
残
高
を
増
加
さ
せ
財

政
基
盤
を
強
化
し
、さ
ら
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

水
準
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
ひ
た
す
ら
一
途

な
努
力
に
敬
服
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
出
町
政
に
大
い
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町 政
だより

日出町長
工藤　義見

その 34



日出町地域子育て支援センター
☎２８－１２１２

子育て広場
　子育て情報の提供や交換、親子遊
びの紹介や実施など。
●とき　月～金9時～ 16時
●対象　乳幼児

子育て相談
　子育てや栄養相談、感染症予防や
対策。
●とき　月～金9時～ 16時
●対象　乳幼児

出張子育て広場
　動物カードあそび、読み聞かせ、
歌など。
●とき　9月15日（火）10時～12時
●ところ　川崎地区公民館
●対象　0歳～就学前まで

赤ちゃん広場
　赤ちゃんと一緒に楽しい時間を
過ごしましょう。プレママのつどい
も開催。
● とき　9月 8日（火）・17日（木）
10時～ 12時
●対象　0歳～、妊婦さん

日出町児童館
☎７２－０３２３

たのしい絵本読み聞かせ
　読み聞かせやパネルシアター、わ
らべうた等。
● とき　9月16日（水）11時15分
～ 11時 45分
●対象　乳幼児

積み木で遊ぼう
●とき　9月19日（土）14時～16時
●対象　小学生
＊申し込みが必要です。

ゴムを使っておもちゃを作ろう
●とき　9月26日（土）14時～16時
●対象　小学生低学年
＊申し込みが必要です。

親子で楽しい３Ｂ体操
　お子さんと一緒に３Ｂ体操を楽
しみませんか。
●とき　9月30日（水）11時～12時
●対象　3～ 5歳児
＊申し込みが必要です。
＊体操できる服装で来てください。

さざんか児童館
☎７２－８３８３

親子で遊ぼう（親子グループ募集）
　年齢別に分かれて活動をします。
【ひよこグループ】（0～ 1歳児）
●とき　9月 1日・15日（火）
【うさぎグループ】（2歳児）
●とき　9月 3日・17日（木）
【パンダグループ】（3～ 5歳児）
●とき　9月 2日・16日（水）

集まれ！ちびっ子
　リズム遊びや素材遊びなど親子
で楽しく遊びましょう。
●とき　9月24日（木）10時30分
●ところ　豊岡地区公民館
●対象　乳幼児

子育て支援UPプログラム
「パソコン講座」受講生募集

画像加工応用講座

　フォトショップエレメントを使
用した画像加工の応用講座です。
●とき　10月 6日・13日・20日・
　　　　27日（火）10時～ 12時
● ところ　HITコミュニティーセン
ター（町弓道場隣）

ワード初級講座
　ワードは初めてという方。チラシ
を作りながら学びます
●とき　10月 1日・8日・15日・
　　　　22日（木）10時～ 12時
●ところ　町保健福祉センター

インターネット応用講座
　ネットショッピングなど、安心し
て利用できるように学びます。
●とき　10月 2日・9日・16日・
　　　　23日（金）10時～ 12時
●ところ　HITコミュニティーセン
ター（町弓道場隣）

各講座共通
●講座料　2,800円
●申込期限　9月 25日（金）
＊ Ｗ indows Vista 対応の講座で
はありません。
＊有料託児有。
● 申込・問合先　パワーウェーブ
日出　☎75－8637（9時～16時）

　予防接種を受けるには、原則保護者の同伴が必要です。
　仕事等で、保護者が同伴できない場合には、代理の方でも構い
ませんが、お子さんの健康状態の分かる方が同伴してください。
　なお、その際には委任状が必要です。
＊委任状は福祉対策課に備え付けています。

●とき　10月 6日（火）・21日（水）・29日（木）
　　　　（受付時間13時～ 13時 30分）
●ところ　日出町保健福祉センター
●接種対象者　生後３カ月～７歳５カ月児
●持ってくるもの　母子健康手帳
●問合先　福祉対策課子育て支援係　☎７３－３１２１

10 月のポリオ予防接種



今月のお知らせまちの掲示板

と
き
め
き
作
品
展　

作
品
募
集

　

県
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
方
を
対

象
に
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

募
集
作
品　

絵
画
・
写
真
・
書
・
陶

芸
・
工
芸

▼
展
示
場
所　

大
分
市
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ

▼ 

申
込
期
間　

９
月
１
日
（
火
）
〜
９

月
30
日
（
水
）

▼ 

申
込
書　

日
出
町
福
祉
対
策
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

日
出
町
福
祉
対
策
課
障
害

福
祉
係
☎
73
‐
３
１
２
１

日
出
町
生
活
排
水
処
理
施
設
整

備
構
想
（
案
）
に
関
す
る
意
見

の
募
集

　

平
成
９
年
度
に
全
町
を
対
象
と
し
て
、

自
然
・
社
会
条
件
を
考
慮
し
た
排
水
施

設
整
備
の
方
針
を
「
日
出
町
生
活
排
水

処
理
施
設
整
備
構
想
」
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

　

こ
の
見
直
し
年
度
に
あ
た
る
本
年
度

に
お
い
て
、
真
に
実
現
可
能
な
構
想
と

す
る
た
め
の
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。 

　

そ
こ
で
、
「
日
出
町
生
活
排
水
処
理

施
設
整
備
構
想
（
案
）」
に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

　

９
月
１
日
（
火
）
〜
９
月
14
日
（
月
）

▼
閲
覧
期
間

　

９
月
１
日
（
火
）
〜
９
月
14
日
（
月
）

▼ 

閲
覧
場
所　

上
下
水
道
課
・
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法

　

 

直
接
持
参
す
る
か
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
・
問
合
先　

　

上
下
水
道
課
☎
73-

３
１
２
４　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
73-

０
８
４
３

　

Ｅ
メ
ー
ル gesu
i@
tow
n
.h
iji.oita.jp

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
大
分
県

職
員
採
用
選
考

▼ 

選
考
職
種
及
び
採
用
予
定
者
数　

一

般
事
務
１
名
・
教
育
事
務
１
名
・
警

察
事
務
１
名

＊ 

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
次
選
考　

10
月
31
日
（
土
）

▼ 

受
付
期
間　

９
月
28
日
（
月
）
〜
10

月
16
日
（
金
）

▼ 

選
考
案
内
配
布
先　

各
市
町
村
・
各

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等

▼
問
合
先　

　

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
１
２

大
分
県
職
員
採
用
選
考

▼
職
種　

職
業
訓
練
指
導
員

▼
受
付
期
限　

９
月
25
日
（
金
）

▼
第
１
次
試
験
日　

10
月
18
日
（
日
）

▼
問
合
先　

県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

後
期
技
能
検
定
試
験

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
っ
て

い
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定

し
、
こ
れ
を
公
証
す
る
国
家
検
定
制
度

で
す
。

▼ 

受
付
期
間　

９
月
28
日
（
月
）
〜
10

月
９
日
（
金
）

▼ 

実
技
試
験
実
施
期
間　

11
月
30
日

（
月
）
〜
平
成
22
年
２
月
21
日
（
日
）

▼  

学
科
試
験
実
施
日　

平
成
22
年
１

　

月
24
日
（
日
）
・
１
月
31
日
（
日
）
・

　

２
月
３
日
（
水
）
・
２
月
７
日
（
日
）

▼
申
請
書
受
付
場
所　

　

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１

　電子銃は誰でも安心して楽しめる競技で、国民
体育大会の正式な競技にもなっています。友達や
親子で対戦しながら楽しんでみませんか？

●とき　10月11日（日）9時～16時
●ところ　町営仁王山エアライフル射撃場
●対象者　 小学生以上。ただし小学生の場合は保

護者同伴でお願いします。
●参加費　無料
●申込・問合先　速見郡ライフル射撃協会事務局
　　　　　　　　☎７２－６２０４

ライフル射撃体験教室



研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

シ
ニ
ア
の
た
め
の
携
帯
電
話
講
習
会

▼
対
象　

中
高
年
の
方

▼ 

内
容　

基
本
機
能
と
操
作
、
緊
急
災

害
時
活
用
法
等

▼
と
き　

10
月
24
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
（
仁
王
山
）

▼
参
加
費
用　

５
０
０
円

▼ 

申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ワ

ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出
☎
75-

８
６
３
７

ネ
ッ
ト
あ
ん
し
ん
講
習
会
in
日
出
町

　

情
報
モ
ラ
ル
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
基
本
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
29
日
（
火
）
19
時
〜
21
時

▼ 

と
こ
ろ　

日
出
町
役
場
３
階　

大
会

議
室

▼ 

講
習
内
容　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル

ス
対
策
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
・

フ
ァ
イ
ル
交
換
ソ
フ
ト
、
有
害
サ
イ

ト
か
ら
子
供
を
守
る
、
情
報
発
信
の

注
意
点
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
つ
い
て
。

▼
定
員　

30
名

▼
受
講
料　

無
料

＊ 

メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。

▼ 
申
込
・
問
合
先　

（
財
）
ハ
イ
パ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
研
究
所
「
ネ
ッ
ト

あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」
☎
０
９
７
‐

５
３
３
‐
４
１
５
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０

９
７
‐
５
３
７
‐
８
８
２
０　

　

an
sh
in
sem
in
ar@
h
yp
er.o

r.jp

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
と
き　

11
月
29
日
（
日
）

▼ 

願
書
の
配
布　

８
月
20
日
よ
り
各

地
域
消
防
本
部
予
防
課
で
配
布
。

▼ 

願
書
受
付
期
間　

９
月
24
日
（
木
）

〜
10
月
８
日
（
木
）

＊ 

試
験
地
・
会
場
・
試
験
種
類
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
の
提
出
先　

（
財
）
消
防
試
験

　都市緑化月間の取り組みの一環として、ハーモニーラン
ドで苗木と花の苗の無料配布を行います。
　また、ハーモニーランドを特別料金で利用できます。下
の割引券を利用してください。
●配布日　 10月3日・4日・10日～12日・17日・18日・

24日・25日　　全日程15時～
●配布予定数　毎回１００セット（種類は未定）
●配布場所　ハーモニーランド入口（入園料不要の場所）
＊駐車料金３００円は別途必要。
●問合先　大分県公園・生活排水課　☎097‐506‐4664
＊割引についての問合先はハーモニーランド　☎73‐1155

都市緑化月間
　ハーモニーランドで苗木の無料配布

キリトリ

都市緑化月間　ハーモニーランド特別割引券
パスポートチケット　2,000円（大人・４歳以上の子ども共通）

●有効期限　平成21年10月2日（金）～10月31日（土）
●  営業時間　９時～17時　＊入園は閉園の１時間前まで
　本券をハーモニーランド入口チケット売場に提出すると、１枚に
　つき５名様まで上記割引が受けられます。（通常２，８００円）
＊他割引との併用不可　
＊駐車料金（普通車１日３００円）は別途必要。  日出町

まちの掲示板 今月のお知らせ

消化器科・肛門科・外科・内科・泌尿器科・人工透析

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

速見郡日出町藤原1691番地1

TEL㈹  0977-73-2151

併 設 施 設

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人 9

12日（土）・13日（日）
20日（日）・26日（土）



今月のお知らせまちの掲示板

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
肢
体
不
自
由
児
者
父
母

の
会
「
大
分
大
会
」
及
び
大
分
県
肢
体
不

自
由
児
者
父
母
の
会
「
福
祉
大
会
」
開
催

　

障
が
い
児
・
者
が
将
来
不
安
な
く
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉
社
会
の
実

現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

▼
と
き　

10
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

別
府
湾
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

▼
参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
資
料
代
）

▼
内
容　

・
１
日
目　

「
基
調
講
演
」
・

「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

・
２
日
目
「
パ
ネ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

＊ 

詳
し
い
日
程
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

▼ 

問
合
先　

大
分
県
肢
体
不
自
由
児
者

父
母
の
会
連
合
会

　

☎
０
９
７
‐
５
５
８
‐
８
９
８
６

多
重
債
務
等
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　

多
重
債
務
に
関
す
る
法
律
相
談
及
び

こ
こ
ろ
の
相
談
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
26
日
（
土
）

　

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

大
分
地
方
事
務
所

▼
対
象
者　

本
人
及
び
家
族

○ 

法
律
相
談　

多
重
債
務
問
題
・
自
死

遺
族
の
法
律
問
題

○ 

こ
こ
ろ
の
相
談　

心
身
の
不
調
・
う

つ
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
等
の
相
談
・

自
死
遺
族
の
こ
こ
ろ
の
問
題

▼ 

定
員　

24
名
（
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
）

▼ 

申
込
期
間　

９
月
７
日
（
月
）
〜
９

月
25
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
ー
大
分
地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ

ス
大
分
）
☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐

５
５
２
０

年
金
無
料
相
談
所

　　

日
出
町
商
工
会
が
年
金
の
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
16
日
（
水
）
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

日
出
町
商
工
会

▼
相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

▼
申
込
・
問
合
先　

　

日
出
町
商
工
会
☎
72-

２
２
３
２

土
地
・
建
物
の
表
示
登
記
無
料
相
談
会

▼
と
き　

10
月
１
日
（
木
）

　

10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

杵
築
市
民
会
館

▼ 

相
談
担
当
者　

大
分
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
会
員

▼ 

相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
登
記
、

土
地
境
界
の
調
査
に
関
す
る
こ
と
な

ど
。

▼ 

問
合
先　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
杵
築
支
部
☎
72-

５
１
６
１

無
料
労
働
相
談

　

職
場
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。
労
働
者
、
事
業
主

の
皆
様
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
・
問
合
先　

大
分
労

働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
１
５
１
２

●運動期間　
　9月21日（月）～9月30日（水）
●運動の重点項目
・ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用
中の交通事故防止

・ シートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底

・飲酒運転の根絶

秋の全国交通安全運動
～おこさず　あわず　事故ゼロ～

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
は
公
正
証
書
に

　

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先　

大
分
公
証
人
合
同
役
場

　

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

障
が
い
者
就
職
面
接
会
の
開
催

　

参
加
を
希
望
す
る
障
が
い
者
や
事
業

主
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
29
日
（
火
）
14
時
〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
東
洋
ホ
テ
ル
２
階

「
二
豊
の
間
」

▼
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

　

☎
23-

８
６
０
９

大
分
県
農
林
水
産
祭　

お
お
い
た
み

の
り
フ
ェ
ス
タ

開
催

【
農
・
林
業
部
門
】

○ 

と
き　

10
月
24
日
（
土
）
〜
25
日

（
日
）

○
と
こ
ろ　

別
府
市　

別
府
公
園

【
水
産
部
門
】

○ 

と
き　

10
月
31
日
（
土
）
・
11
月
１

日
（
日
）

○
と
こ
ろ　

別
府
市　

亀
川
漁
港

▼ 

問
合
先　

大
分
県
農
林
水
産
祭
実
行

委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
５
４
４

求
人
情
報

【
正
社
員
】

●
ネ
ッ
ト
通
販
業
務
２
人
●
技
術
職

（
障
が
い
者
）
１
人
●
ル
ー
ト
配
送
１

人
●
工
場
内
作
業
員
２
人
●
新
聞
販
売

員
１
人
●
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ
２
人
●

看
護
師
10
人
●
幹
部
社
員
２
人
●
商

品
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
作
成
１
人
●
営
業

５
人
●
現
場
管
理
者
１
人
●
営
業
所
管

理
職
員
１
人
●
薬
剤
師
５
人
●
経
理
事

務
・
監
査
事
務
２
人
●
保
育
士
１
人
●

清
掃
員
１
人
●
電
気
工
事
士
１
人
●
窓

口
受
付
２
人
●
出
荷
配
送
１
人
●
成
形

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
●
Ｗ
ｅ
ｂ
作
成
・

更
新
管
理
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
選
卵
作
業
員
１
人
●
介
護
職
４
人
●

浴
場
清
掃
ス
タ
ッ
フ
１
人
●
調
理
員
１

人
●
清
掃
作
業
員
１
人
●
レ
ス
ト
ラ
ン

ホ
ー
ル
係
４
人
●
看
護
師
１
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
☎

23-

８
６
０
９　

日
出
町
商
工
観
光

課
☎
73-

３
１
５
８

ザビエルの道　　　　
　　ウオーキング大会

　フランシスコザビエルが通ったとされる
道であり、「美しい日本・歩きたくなる道500
選」と「おおいた遺産」に選ばれた道です。

　　10月18日（日）
　　　・受付7時40分～　
　　　・出発式9時～
　　　・Ａコースは8時30分出発

　　日出町中央公民館出発
　　　・駐車場は日出暘谷高校跡地

●コース　
　　Ａコース　周回健脚コース20km
　　Ｂコース　ザビエルフルコース10km
　　Ｃコース　ザビエル浜コース5km
●参加費　大人500円　
　　　　　中学生～高校生300円
　　　　　小学生以下は無料（引率者同伴）
●申込期限　10月2日（金）
●問合先　 ザビエルの道ウオーキング大会

実行委員会　☎73－3158

まちの掲示板 今月のお知らせ

日出中央医院
診療
科目

内科  外科 (ペインクリニック）

院長 佐登 宣仁 顧問 大西韶治
入院施設有

夜間診療・訪問診療有 0977-72-25341

診療時間 月 火 水 木 金 土 日／祝
午前9:00～12:00
午後2:00～ 5:30
夜間5:30～ 7:00

○
○
／

○
○
○

○
往診
／

○
○
／

○
○
○

○
4:00
／

／
／
／

胃腸内科  疼痛緩和内科  麻酔科
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Septem
ber

　暘谷の海に、秋風が立ち

始めると、イボダイが大挙

してやってくる。このイボ

ダイ、別府湾では「アメ

タ」と呼ばれる。

　幼魚のときは、クラゲの

影に隠れて生活し身を守っ

てもらうが、大きくなると

これを捕食する。なんとも恩知らずな魚だ。

　年間漁獲量の変動が大きい魚であり、その原因の一つと

して幼魚のときの住み家であるクラゲ類の発生量と関係が

大きいとされている。

　成魚になると昼は底層にいて、夜は餌を求めて表層を泳

ぐ。産卵期は6～8月。1歳で14cm、2歳で18cm、3歳で

20cm前後に育つ。

　産卵場は日向灘から豊後水道にかけてだが、漁獲量は別

府湾が断然多い。漁期は8月下旬～10月までと短期間。日

出町の漁獲量は年間平均100トン程。県下では、大分・別

府と並んで多い。

　シーズンになると大量に水揚げされることから、近隣の

スーパーや魚屋の店頭にも出まわり、鮮度のよいものが安

く入手できる。

　そのため、料理も各家庭で先祖から受け継いだ伝統の味

が多い。また料理屋や居酒屋で食べる「あめた料理」も実

に様々だ。

刺身

味噌汁

煮付け

　煮付け、塩焼き、照り焼き、バター焼き、から揚げ、味

噌漬、酢漬けなどだが、開いて生干しにしても旨い。

　ただ何故か、刺身で食べる習慣がない。甘味があって旨

いのにもったいないことだ。

　今、イボダイの資源量は衰退期にあり、いずれ食卓から

遠ざかることが心配されている。

　今のうちに、しっかり味わっておくことをお勧めする。

暘谷の恵み“おさかな談義”
その10　イボダイ（アメタ）の話

日出町農林水産課水産専門員　上城義信（談）
協力：大分県漁協日出支店

９月６日(日) 川 崎 診 療 所 28－1611

　　13日(日) てしまこどもの杜クリニック 28－0870

　　20日(日) 江 本 眼 科 28－1700

　　21日(月) こうまつ循環器科内科クリニック 73－0077

　　22日(火) 島田内科クリニック 28－0280

　　23日(水) 鈴 木 病 院 73－2131

　　27日(日) すずらんクリニック 73－2151

10月４日(日) さ く ら 医 院 28－0777

　　11日(日) 河 野 医 院 72－2302

　　12日(日) 日出児玉病院 72－2724

　　18日(日) 吉岡内科医院 73－2787

　　25日(日) 松本整形外科クリニック 73－2775

※診療時間　９：００～１７：００

※発行後に変更の場合があります。

　各医療機関や日出町健康増進課　

　73－3130にご確認ください。

９月の納税等　　納期限9月30日（水）

国民健康保険税  ４期

介護保険料  ４期

後期高齢者医療保険料  ３期

上下水道料  ９月分

日
出
町
の
人
の
う
ご
き （　）内は前月比

      　内は今年４月１日比

人　 口 28,517 （＋ 35） ー 15
　　　 男 13,672 （＋ 23） ー 20
　　　 女 14,845 （＋ 12） ＋ 　5

世帯数 11,261 （＋ 16） ＋ 　9
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（± 0）
（＋ 3）
（＋ 26）
（－ 11）
（＋ 1）
（＋ 16）

315
7,172
5,802
3,835
5,841
5,552

平成21年8月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口


